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師
走
の
候
、
同
窓
生
の
皆
様

に
は
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
皆
様

方
に
は
日
ご
ろ
か
ら
同
窓
会
活

動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
年
の
四
万
十
市
は
、
春
か

ら
暖
か
く
、
桜
は
三
月
中
旬
位

か
ら
満
開
と
な
り
、
月
末
に
は

終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
夏

は
、
前
半
こ
そ
雨
も
降
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
以
降
は
猛
暑
と
な

り
、
九
月
に
な
っ
て
も
秋
雨
前

線
も
下
り
て
こ
ず
、
少
雨
と
な

り
ま
し
た
。
紅
葉
も
全
国
的
に

少
し
遅
れ
て
い
ま
す
。 

四
万
十
川
で
は
、
例
年
こ
の

時
期
（
十
一
月
中
旬
）
に
は
、

四
万
十
川
赤
鉄
橋
の
上
流
に
あ

る
小
畠
の
産
卵
場
付
近
に
、
上

流
か
ら
産
卵
の
た
め
下
っ
て
き

た
ア
ユ
が
沢
山
見
え
る
は
ず
で 

す
が
、
今
年
は
ま
だ
少
な
い
で

す
。
十
二
月
一
日
午
前
六
時
か 

ら
、
落
ち
ア
ユ
漁
の
解
禁
で
す
。 

          仕
掛
け
の
準
備
を
し
な
が
ら
、

豊
漁
に
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
い

ま
す
。 

令
和
二
年
二
月
頃
か
ら
、
日

本
中
で
も
コ
ロ
ナ
が
猛
威
を
振

る
っ
て
い
ま
し
た
が
、
同
窓
生

の
皆
様
方
は
大
丈
夫
で
し
た

か
？
コ
ロ
ナ
終
息
ま
で
は
も
う

少
し
か
か
る
と
思
い
ま
す
が
、

十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。 

こ
の
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
こ

こ
三
、
四
年
は
、
中
村
高
校
同

窓
会
本
部
、
ま
た
各
支
部
と
も
、

総
会
が
普
通
に
開
催
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
今
年
の

五
月
八
日
か
ら
、
コ
ロ
ナ
の
感

染
症
法
上
の
位
置
付
け
が
、
二

類
か
ら
五
類
に
移
行
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
我
々
に
課
せ
ら
れ 

て
い
た
行
動
制
限
が
な
く
な
り 

ま
し
た
の
で
、
総
会
開
催
に
向 

け
舵
を
切
り
ま
し
た
。
本
部
で

は
、
五
月
十
日
（
木
）
執
行
役

員
会
を
開
催
し
、
総
会
に
向
け

て
の
準
備
に
入
り
ま
し
た
。
ま 

      

ず
常
任
委
員
会
（
七
月
五
日
）

と
総
会
（
八
月
十
二
日
）
の
日

程
を
決
定
し
ま
し
た
。
常
任
委

員
会
で
は
、
総
会
の
日
程
や
懇

親
会
次
第
等
の
説
明
を
行
い
了

承
を
得
ま
し
た
。
四
年
ぶ
り
の

総
会
で
す
の
で
、
出
席
し
て
く

れ
る
会
員
の
皆
様
を
増
や
す
た

め
、
今
年
も
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

を
開
催
す
る
こ
と
と
し
、
参
加

者
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
多
く
の

申
し
込
み
が
あ
り
嬉
し
く
思
い

ま
し
た
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
が
五
類
に
移
行

さ
れ
た
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ

四
万
十
市
で
は
コ
ロ
ナ
が
猛
威

を
振
る
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

開
催
当
日
ま
で
「
コ
ロ
ナ
の
た

め
欠
席
」「
濃
厚
接
触
者
に
な
っ

た
の
で
ゴ
ル
フ
に
参
加
で
き
な

い
」
等
の
連
絡
も
あ
り
、
そ
の

都
度
組
み
合
わ
せ
表
を
訂
正
し

て
い
ま
し
た
。
ゴ
ル
フ
担
当
の

福
原
副
会
長
ご
苦
労
様
で
し
た
。

当
日
の
八
月
十
二
日
（
土
）
は

快
晴
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
熱

中
症
対
策
と
し
て
、
水
分
、
塩

分
の
補
給
の
徹
底
を
図
り
、
今

一
度
、
参
加
者
全
員
の
感
染
症

対
策
の
意
識
統
一
を
行
い
な
が

ら
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
高
知
支
部
の
小
野
二
三
雄

支
部
長
（
Ｓ
４
０
年
卒
）
は
じ

め
六
十
一
名
の
同
窓
生
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
午
前
八
時
過

ぎ
に
十
六
組
で
「
親
睦
ゴ
ル
フ

大
会
」
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

総
会
は
、
八
月
十
二
日
の
午
後

五
時
三
十
分
よ
り
、
料
亭
「
吾

妻
」
で
開
催
し
ま
し
た
。
高
知

支
部
長
小
野
二
三
雄
様
、
名
古

屋
支
部
長
岡
村
隆
行
様
、
大
阪

支
部
長
森
田
耕
吉
様
、
東
京
支

部
長
立
目
浩
文
様
に
も
参
加
い

た
だ
き
、
計
五
十
八
名
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
議
長
に
指

名
し
た
今
城
京
助
副
会
長
が
、

第
一
号
議
案
か
ら
第
四
号
議
案

ま
で
議
事
進
行
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
承
認
を
受
け
終
了
い
た
し
ま

し
た
。 

懇
親
会
は
、
八
十
九
人
で
の

開
催
と
な
り
、
会
長
挨
拶
か
ら

始
ま
り
、
最
後
は
校
歌
斉
唱
で

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
こ
の
総
会
、

懇
親
会
に
は
、
大
先
輩
の
方
々

か
ら
若
い
会
員
の
皆
様
ま
で
、

同
じ
中
村
高
校
の
同
窓
生
と
し

て
参
加
頂
い
て
い
ま
す
。
せ
っ

か
く
の
良
い
機
会
で
す
の
で
、

卒
業
年
度
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
同

じ
中
村
高
校
の
同
窓
生
と
し
て

楽
し
く
親
睦
を
図
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、

歓
声
で
答
え
て
い
た
だ
き
大
変

盛
り
上
が
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
来
年
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。 

同
窓
会
の
会
則
の
中
に
、「
本

会
は
会
員
相
互
の
向
上
、
親
睦

を
図
る
と
と
も
に
、
母
校
の
発

展
に
協
力
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。」
と
あ
り
ま
す
。
総
会
、

懇
親
会
へ
の
出
席
者
を
増
や
す

た
め
に
、
役
員
も
努
力
い
た
し

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
方

の
更
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

     

同
窓
生
の
皆
様
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健

勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
本
校
の
教
育
活

動
に
物
心
両
面
か
ら
ご
支
援
を

賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
歴
史
あ
る
母
校
の
校
長

と
し
て
赴
任
し
て
三
年
目
と
な

り
ま
し
た
。
幡
多
地
域
の
中
心

的
役
割
を
果
た
す
学
校
と
し
て
、

更
な
る
歴
史
と
伝
統
を
刻
む
べ

く
日
々
の
教
育
活
動
に
尽
力
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後 

と
も
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

三
月
に
は
、
本
校
・
分
校
併
せ 

                       

て
百
七
十
七
名
が
卒
業
し
、
同

窓
会
の
メ
ン
バ
ー
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
四
月
に
は
新
入
生

を
迎
え
、
五
月
一
日
現
在
で
高

校
本
校
四
百
七
十
一
名
、
分
校

二
十
一
名
、
併
設
中
学
校
百
三

十
五
名
の
生
徒
数
と
な
っ
て
い

ま
す
。
人
口
減
少
の
地
域
に
あ

っ
て
、
近
年
定
数
に
達
し
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。 

 

進
学
の
面
で
は
、
国
公
立
大

学
に
過
去
最
高
の
五
十
八
名

（
卒
業
生
の
約
三
十
四
％
）
が

現
役
合
格
す
る
な
ど
、
実
績
を

着
実
に
積
み
上
げ
て
い
ま
す
。

同
窓
会
通
信 

 

宮
地 

秀
伸
（
Ｓ
５
７
年
卒
）  
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支
部
長 

森
田
耕
吉
（
Ｓ
４
８
年
卒
）  

ま
た
、
全
国
大
会
に
は
、
本
校

の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、
柔
道
部
、

サ
ッ
カ
ー
部
（
国
体
選
手
）、
音

楽
部
、
美
術
部
、
ダ
ン
ス
同
好

会
と
分
校
の
カ
ヌ
ー
部
が
出
場

し
、
文
武
両
道
を
実
践
し
て
い

ま
す
。
加
え
て
、
自
分
・
地
域
・

未
来
の
こ
と
を
し
っ
か
り
探
究

す
る
学
習
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
、「
勉
強
力
」「
実
行
力
」「
探

究
力
」
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
身
に

付
け
る
教
育
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

感
染
症
に
よ
る
活
動
制
限
も

徐
々
に
緩
和
さ
れ
、
以
前
の
よ

う
な
活
気
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
学
校
教

育
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
の
変

化
は
目
ま
ぐ
る
し
く
、
柔
軟
に

対
応
す
る
力
が
要
求
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、

変
わ
ら
ず
目
指
す
べ
き
こ
と
は

「
地
域
の
未
来
を
担
う
人
材
の

育
成
」
で
す
。
子
ど
も
は
地
域

の
宝
で
あ
り
、
そ
の
宝
を
お
預

か
り
し
て
い
る
の
が
学
校
で
す
。

ま
だ
ま
だ
粗
削
り
で
は
あ
り
ま

す
が
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

磨
き
を
か
け
て
、
い
ず
れ
地
域

や
社
会
の
未
来
を
担
う
人
材
と

な
る
こ
と
を
願
っ
て
教
育
活
動

を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

本
年
度
、
同
窓
会
総
会
及
び

各
支
部
総
会
（
大
阪
・
高
知
・

東
京
・
名
古
屋
）
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
同
窓
生
の
想
い

と
熱
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
し

た
。
同
窓
会
活
動
の
原
動
力
は

母
校
の
活
躍
で
す
。
我
々
教
職

員
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
同
窓
生

の
皆
様
方
の
ご
期
待
に
応
え
る

べ
く
、
全
力
で
教
育
活
動
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
今
後

と
も
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

同
窓
会
の
益
々
の
ご
発
展

と
同
窓
生
の
皆
様
方
の
更
な
る

ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
申

し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

      

八
月
十
二
日
（
土
）、
四
年

ぶ
り
と
な
る
同
窓
会
総
会
が

料
亭
「
吾
妻
」
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
総
会
、
ま
た
総
会
後

の
懇
親
会
に
は
、
東
京
・
名
古

屋
・
大
阪
・
高
知
の
各
支
部
か

ら
の
御
出
席
も
含
め
、
九
十

人
超
の
御
出
席
を
い
た
だ
き
、

久
し
ぶ
り
に
盛
大
に
開
催
で

き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
日
中
は
、

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
行
い
、
こ

れ
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
懇
親
会
で
は
、
そ
の
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
の
表
彰
式
や
、

「
く
じ
引
き
大
会
」
な
ど
も

行
い
、
終
始
歓
声
と
笑
顔
の

絶
え
な
い
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。 

来
年
度
は
今
年
度
以
上
の

盛
り
上
が
り
と
な
る
よ
う
、

同
窓
生
の
皆
様
、
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 

【
本
部
執
行
役
員
】 
 

＊
（
数
字
）
は
卒
業
年 
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本 
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(

４
８) 

    

 

           

   

 

四
年
ぶ
り
に
大
阪
支
部
同

窓
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
、
支
部
会
員
の
皆
様
を
は

じ
め
、
本
部
、
遠
近
巌
会
長
を

は
じ
め
、
十
名
に
も
及
ぶ
御

来
賓
の
方
々
の
ご
参
加
に
よ

り
、
五
十
名
弱
の
人
数
で
令

和
五
年
度
の
大
阪
支
部
同
窓

会
を
無
事
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。 今

回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、

全
国
で
も
突
出
し
た
医
療
機 

関
の
逼
迫
、
重
篤
化
す
る
患

者
、
お
亡
く
な
り
に
な
る
方 

の
増
加
な
ど
が
続
き
、
大
阪 

               

    で
人
と
会
う
こ
と
は
、
と
て 

も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
今
で
は
、
大
阪
に
も
か

つ
て
の
賑
わ
い
が
戻
り
、
笑

顔
で
街
を
歩
く
人
々
が
日
に

日
に
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
わ
が
支
部
役
員
会
で
も
、

五
年
ぶ
り
に
忘
年
会
を
実
施

し
ま
す
。
高
齢
化
に
伴
い
同

窓
会
会
員
の
減
少
や
若
手
会

員
数
の
減
少
な
ど
、
課
題
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
た

と
え
細
く
て
も
、
一
つ
一
つ

の
小
さ
い
つ
な
が
り
の
糸
を

少
し
ず
つ
大
き
く
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

長
年
お
世
話
に
な
っ
た
ス

ー
パ
ー
ド
ラ
イ
の
会
場
が
閉

店
と
な
り
、
令
和
六
年
度
の

総
会
の
会
場
を
変
更
し
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

 【
令
和
五
年
活
動
報
告
】 

◉
令
和
五
年
三
月
十
九
日(

日) 
 
 
 

令
和
五
年
度
支
部
総
会
・
懇
親

会
開
催
へ
の
最
終
協
議 

◉
令
和
五
年
五
月
十
四
日(

日) 

 

令
和
五
年
度
支
部
総
会
・
懇
親

会
の
事
前
打
ち
合
わ
せ
、
役
割

分
担 

◉
令
和
五
年
六
月
四
日(

日) 

令
和
五
年
度
支
部
総
会
・
懇
親

会
開
催 

◉
令
和
五
年
十
月
十
五
日(

日) 
 
 

令
和
五
年
度
「
こ
の
指
と
ま
れ
」 

(

大
阪
城
公
園)

事
前
打
ち
合
わ 

せ 

◉
令
和
五
年
十
一
月
二
十
五
日(

土)   

第
二
回
「
こ
の
指
と
ま
れ
」
の
実

施(

大
阪
城
公
園
に
て) 

◉
令
和
五
年
十
二
月
九
日(

土) 
 
 

 

令
和
六
年
度
以
降
の
支
部
総
会 

 

会
場
の
決
定
会
議 

 

【
大
阪
支
部
役
員
】 

 

＊
（
数
字
）
は
卒
業
年 

 

顧
問 

  
 

堅
田 

順
一  

(

２
９) 

顧
問 

    

文
野 

肇    
(

３
５) 

顧
問 

    

吉
本 

弘    
(

３
７) 

顧
問 

    

山
崎 

和
裕  

(

４
０)  

 

※
会
計
を
兼
務 

顧
問 

    

吉
本 

正
男  

(

３
８) 

支
部
長    

森
田 

耕
吉  

(

４
８) 

 

 

※
事
務
局
を
兼
務 

 

副
支
部
長  

山
崎 

和
裕  

(

４
０) 

※
会
計 

 

副
支
部
長 

林 

永
年 

  
(

５
０)    

※
企
画 

会
計
監
査 

橋
田 

國
身  

(

３
８) 

会
計
監
査  

小
山 

節
子  

(

４
０) 

幹
事(

会
計) 

土
居
あ
や
子 

(

４
２) 

 

【
次
年
度
の
行
事
等
の
お
知
ら
せ
】 

◉
令
和
六
年
六
月
一
日(

土) 
 

 

令
和
六
年
度
大
阪
支
部
同
窓 

 
 

 

会
総
会
・
懇
親
会 

   

本
部
総
会
報
告 
 

 
 

 

大
阪
支
部
活
動
報
告 
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支
部
長 

立
目
浩
文
（
Ｓ
６
１
年
卒
）  
支
部
長 

小
野
二
三
雄
（
Ｓ
４
０
年
卒
）

卒
） 

 

    

令
和
元
年
九
月
二
十
一
日
の

高
知
支
部
総
会
以
降
、
令
和
二

年
二
月
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴

い
、
全
て
の
会
合
が
中
止
と
な

り
、
本
総
会
も
例
に
も
れ
ず
、

三
年
間
中
止
の
状
態
で
し
た
。 

今
年
度
は
、
令
和
五
年
九
月

二
日
（
土
）
午
後
六
時
よ
り
、

高
知
会
館
に
て
高
知
支
部
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
支
部
長

の
開
会
の
挨
拶
後
、
来
賓
と
し

て
遠
近
巌
同
窓
会
会
長
、
中
澤

慎
二
高
知
市
市
長
代
理
、
竹
本

美
佳
四
万
十
市
市
長
代
理
、
宮

地
秀
伸
中
村
高
等
学
校
校
長
よ

り
ご
挨
拶
が
あ
り
、
各
支
部
か

ら
今
城
京
介
同
窓
会
副
会
長
、

光
内
志
津
同
窓
会
事
務
局
、
立

目
浩
文
東
京
支
部
支
部
長
、
石

丸
芳
子
東
京
支
部
副
支
部
長
、

有
友
孝
博
名
古
屋
支
部
副
支
部

長
、
森
田
耕
吉
大
阪
支
部
支
部

長
の
ご
紹
介
を
し
て
総
会
が
始

ま
り
ま
し
た
。
総
勢
八
十
五
名

の
出
席
で
し
た
。
引
き
続
き
沖

田
益
男
氏
よ
り
会
計
報
告
、
坂

本
安
廣
氏
の
監
査
報
告
が
あ

り
、
皆
様
の
承
認
後
、
朝
野
正

倫
支
部
顧
問
よ
り
乾
杯
の
挨
拶

で
懇
親
会
が
開
宴
し
、
久
し
ぶ

り
に
同
窓
生
の
方
々
と
楽
し
い

時
間
を
共
有
す
る
こ
と
が
出
来 

    ま
し
た
。 

毎
年
、
春
と
秋
の
年
二
回
、

親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
土
佐
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
し
て

い
ま
す
。
四
月
二
十
九
日
は
十

一
組
四
十
名
の
参
加
が
あ
り
、

窪
内
博
文
様
（
Ｓ
５
１
年
卒
）

が
優
勝
、
秋
は
九
月
二
日
、
十

組
三
十
三
名
の
参
加
が
あ
り
、

秋
森
学
様
（
Ｓ
５
３
年
卒
）
が

優
勝
さ
れ
ま
し
た
。 

さ
て
、
支
部
総
会
は
四
年
ぶ

り
の
開
催
で
し
た
の
で
、
こ
の

間
に
年
配
の
同
窓
生
の
死
亡
、

体
調
不
良
の
連
絡
が
多
数
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
若
い
人
は
転
勤

の
た
め
住
所
不
明
と
な
り
、
案

内
状
が
返
送
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が

多
く
な
っ
て
い
て
、
返
信
の
回

収
率
が
低
下
し
て
お
り
ま
す
。

出
来
れ
ば
転
勤
の
際
、
事
務
局

に
一
報
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。 朗

報
と
し
て
昭
和
五
十
七
年

卒
の
原
田
哲
警
視
正
が
、
令
和

五
年
三
月
付
で
刑
事
部
長
に
昇

格
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

懇
親
会
の
中
締
め
は
、
平
成

三
年
卒
の
下
村
純
様
の
音
頭
に

て
、
全
員
で
校
歌
を
歌
っ
て
散

会
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
も
更

に
多
く
の
同
窓
生
と
の
再
会
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 

ｋ
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
遠

近
巌
同
窓
会
会
長
の
も
と
中
村

高
校
同
窓
会
の
益
々
の
ご
発
展

と
ご
健
勝
を
祈
願
し
、
近
況
報

告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

  

【
令
和
五
年
活
動
報
告
】 

◉
令
和
五
年
四
月
二
十
九
日
（
土
） 

 
 
 

春
の
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

◉
令
和
五
年
九
月
二
日
（
土
） 

 

秋
の
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

◉
令
和
五
年
九
月
二
十
一
日
（
土
） 

 

高
知
支
部
総
会 

  

【
高
知
支
部
役
員
】 

 

＊
（
数
字
）
は
卒
業
年 

 

名
誉
顧
問 

島
津 

栄
一 

(

３
２) 

顧
問 

 
 

淺
野 

正
倫 

(

３
３) 

顧
問 

 
 

土
森 

正
典 

(

３
８) 

支
部
長 

 
小
野
二
三
雄 

(

４
０) 

副
支
部
長 
尾
﨑 

祐
正  

(

４
１) 

副
支
部
長 

坂
本 
安
廣 

(

４
２) 

副
支
部
長 

山
﨑 
澄
夫 

(

４
７) 

副
支
部
長 

中
平 

雅
彦  

(

４
８) 

副
支
部
長 

上
田 

哲
也 

(
５
１) 

副
支
部
長 

中
澤 

慎
二  

(

５
１) 

副
支
部
長 

福
留 

利
也 

(

５
４) 

幹
事
長 

 

大
原 

晋 
 

(

４
０) 

幹
事 

 
 

小
島 

一
水 

(

４
４) 

幹
事 

 
 

岡
崎 

憲 
 

(

４
４) 

幹
事 

 
 

夕
部 

富
三  

(

４
５) 

幹
事 

 
 

上
岡
ま
ゆ
み 

(

４
５) 

幹
事 

 
 

小
島 

幸
年 

(

４
９) 

幹
事 

 
 

島
村 

忠
司 

(

４
９) 

幹
事 

 
 

山
田 

昇  
 
(

４
９) 

幹
事 

 
 

谷
渕 

一
幸 

(

５
１) 

事
務
局
長 

宮
川 

哲  
 
(

４
０) 

事
務
局 

 

木
戸 

正
昭 
(

３
７) 

事
務
局 

 

橋
田 

典
人 

(

４
１) 

会
計 

 
 

沖
田 

益
男 

(

４
９) 

会
計 

 
 

三
宮 

幸
加 

(

４
４) 

監
査 

 
 

坂
本 

安
廣 

(

４
２) 

監
査 
 
 

小
島 

一
水 

(

４
４) 

                               

 

  

 

十
月
二
十
九
日
、
東
京
支

部
第
七
十
二
期
総
会
お
よ
び

懇
親
会
を
東
武
ホ
テ
ル
レ
バ

ン
ト
東
京
に
て
、
開
催
致
し

ま
し
た
。
東
京
支
部
総
会
員

数
六
二
七
名
に
案
内
を
発
送

し
ま
し
た
が
、
参
加
者
数
は

ご
来
賓
を
含
み
総
勢
四
十
九

名
と
少
な
い
人
数
と
な
り
ま

し
た
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
今
年
は

ご
来
賓
と
し
て
、
四
万
十
市

長
代
理
と
し
て
西
澤
市
議
会

事
務
局
長
、
高
校
か
ら
は
宮

地
校
長
と
総
務
部
長
の
光
内

先
生
、
本
部
同
窓
会
か
ら
は

遠
近
同
窓
会
長
と
福
永
副
会

長
、
同
窓
会
各
支
部
長
、
他
校

同
窓
会
か
ら
も
、
ご
出
席
頂

き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
は
初

参
加
の
同
窓
生
も
数
名
お
り
、

今
後
の
出
席
者
増
員
へ
の
足

掛
か
り
に
な
る
の
で
は
と
、

少
し
期
待
を
持
つ
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。 

今
回
の
総
会
で
は
、
第
一

号
議
案 

役
員
改
選
、
第
二
号

議
案 

決
算
報
告
、
第
三
号
議

案 

次
期
事
業
計
画
お
よ
び

予
算
案
に
つ
い
て
審
議
頂
き
、 

満
場
一
致
で
ご
承
認
頂
き
ま 

    

し
た
。 

そ
し
て
、
第
十
四
代
山
下

幸
夫
前
支
部
長
に
よ
る
乾
杯

の
ご
発
声
で
懇
親
会
が
始
ま

り
、
大
盛
り
上
が
り
の
内
に
、

三
時
間
と
い
う
時
間
が
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
去
り
ま
し

た
。
懇
親
会
の
最
後
は
、
東
京

支
部
恒
例
の
参
加
者
全
員
に

よ
る
中
村
高
校
の
校
歌
斉
唱
。

昭
和
三
十
四
年
卒
の
細
木
茂

さ
ん
の
指
揮
の
も
と
、
大
合

唱
に
て
終
わ
り
ま
し
た
。 

帰
り
際
に
は
、「
良
い
総
会
、

懇
親
会
だ
っ
た
」「
ま
た
来
年

会
い
ま
し
ょ
う
」
と
誓
い
合

い
解
散
と
な
り
ま
し
た
。 

 

【
令
和
五
年
活
動
報
告
】 

◉
令
和
五
年
四
月
十
五
日(

土) 
 

緑
を
楽
し
む
会
「
イ
タ
ド
リ
採 

り
」（
大
雨
中
止
） 

◉
令
和
五
年
七
月
十
五
日(

土) 
 

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
（
参
加
者
不 

足
中
止
） 

 
 

 

◉
令
和
五
年
八
月
五
日(

土) 
 

支
部
だ
よ
り
発
送 

 

◉
令
和
五
年
十
月
二
十
九
日(

日) 
 
 

第
七
十
二
期
総
会
・
懇
親
会 

 

   

東
京
支
部
活
動
報
告 

 

 
 

 
高
知
支
部
活
動
報
告 
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支
部
長 

岡
村
隆
幸
（
Ｓ
４
６
年
卒
）  

【
東
京
支
部
役
員
】 

 

＊
（
数
字
）
は
卒
業
年 

 
支
部
長 

 

立
目 

浩
文 

(

６
１) 

副
支
部
長 
中
村 

朝
子 

(

５
５) 

副
支
部
長 
武
内 

初
男 

(

５
８) 

副
支
部
長 

石
丸 
芳
子  

(

６
２) 

副
支
部
長 

林 

哲
司    

(

６
３) 

監
査
役 

 

小
橋 

眞
一 

(

４
７) 

幹
事 

 
 

中
野 

正
三 

(
４
０) 

幹
事 

 
 

稲
田 

義
克  

(

４
６) 

幹
事 

 
 

武
田 

正
人 

(

５
５) 

幹
事 

 
 

小
谷 

昭
仁  

(

平
３) 

幹
事 

 
 

小
川 

愛
生 

(

平
３
１) 

相
談
役 

 

山
下 

幸
夫 

(

４
４) 

 
 

【
次
年
度
の
行
事
等
の
お
知
ら
せ
】 

◉
令
和
六
年
四
月
二
十
日(

土) 
 

 

緑
を
楽
し
む
会 

◉
令
和
六
年
七
月
二
十
日(

土) 
 

 

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会 

◉
令
和
六
年
八
月
上
旬 

 
 

支
部
だ
よ
り
発
送 

◉
令
和
六
年
十
月
十
九
日(

土) 
 

 

第
七
十
三
期
総
会
・
懇
親
会 

              

                                     

     

平
素
は
名
古
屋
支
部
活
動

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
ご
健

勝
で
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
今
年
の
総
会
は
四
〇

名
の
参
加
を
得
て
十
一
月
五

日
（
日
）
に
ア
イ
リ
ス
愛
知
に

お
い
て
開
催
致
し
ま
し
た
。

三
年
間
の
コ
ロ
ナ
過
を
過
ぎ

た
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
、
今

回
も
総
会
へ
の
参
加
を
見
送

る
と
い
う
方
も
見
え
ま
し
た

が
、
今
年
は
初
め
て
幡
多
農

業
高
校
同
窓
会
よ
り
山
田
敏

博
様
に
も
ご
縁
が
あ
り
、
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
参
加
さ

れ
た
方
々
は
、
世
代
を
超
え

て
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
大
い

に
喜
び
、
大
い
に
飲
み
、
二
次

会
へ
と
場
所
を
変
え
、
ま
た

ま
た
大
い
に
飲
み
、
楽
し
い

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
し

て
翌
日
に
は
、
本
部
、
各
支
部

と
の
親
睦
ゴ
ル
フ
を
、
名
古

屋
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
和
合
コ
ー

ス
で
行
い
、
親
睦
を
深
め
ま

し
た
。 

    

 

今
年
一
月
の
新
年
会
、
三

月
の
お
花
見
会
、
そ
の
他
の

会
議
に
も
、
必
ず
、
役
員
、
会

員
問
わ
ず
参
加
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
広
く
皆
様

か
ら
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
、

よ
り
一
層
活
気
あ
る
名
古
屋

支
部
に
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
た
だ
懸
念
し
て
お

り
ま
す
の
は
、
新
卒
の
方
の

ご
家
族
の
方
に
は
が
き
を
出

し
て
も
な
か
な
か
お
返
事
が

頂
け
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
後

の
名
古
屋
支
部
増
強
策
を
模

索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

最
後
に
中
村
高
校
同
窓
会

の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
皆

様
方
の
ご
健
康
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
活
動
報
告
と
い
た

し
ま
す
。 

 【
令
和
五
年
活
動
報
告
】 

◉
令
和
五
年
一
月
十
四
日(

土) 
 
 

役
員
会
・
新
年
会
（
わ
ら
や
き
屋 

 
名
古
屋
）
十
八
名
参
加 

◉
令
和
五
年
三
月
二
十
五
日(

土) 
 
 

役
員
会
・
花
見
会
（
岡
崎
ニ
ュ
ー 

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）
三
十
一
名
参
加 

◉
令
和
五
年
七
月
十
五
日(

土) 
 

役
員
会
（
ア
イ
リ
ス
愛
知
）
十
七 

名
参
加 

 

◉
令
和
五
年
九
月
五
日
（
火
） 

 

役
員
会
（
わ
ら
や
き
屋
名
古
屋
） 

十
七
名
参
加 

◉
令
和
五
年
十
一
月
五
日
（
日
） 

総
会
（
ア
イ
リ
ス
愛
知
）
四
〇
名
参 

加 
 

  

【
名
古
屋
支
部
役
員
】 

 

＊
（
数
字
）
は
卒
業
年 

 

顧
問 

 
 

宗
崎 

久
宜 

(

２
７) 

支
部
長 

 

岡
村 

隆
幸 

(

４
６) 

副
支
部
長 

有
友 

孝
博 

(

５
８) 

副
支
部
長 

石
橋 

美
絵  

(

平
３) 

幹
事 

 
 

寺
田 

道
子  

(

４
０) 

幹
事 

 
  

土
森 

道
雄 

(

４
０) 

幹
事 

 
 

森
田 

哲
夫 

(

４
０) 

幹
事 

 
 

熊
谷 

不
二  

(

４
２) 

幹
事 

 
 

倉
橋 

幸
代 

(

４
６) 

幹
事 

 
 

嶋
津
久
美
子 

(

４
６) 

幹
事 

 
 

吉
田 

茂 
 

(

５
３) 

幹
事  

 
 

長
谷
川
雅
彦 

(

５
７) 

幹
事  

 
 

千
代
岡
勇
介 

(

６
２) 

幹
事 

 
 

鈴
木
恵
美
子 

(

６
２) 

幹
事  

 
 

杉
谷 

麻
衣  

(

平
４) 

幹
事  

 
 

福
井 

克
典  

(

平
１
２) 

会
計 

 
 

上
田 

省
三  

(

平
１) 

監
査 

 
 

宮
村
誠
一
郎 

(

４
０) 

 
 
 
 
 

 

 

【
次
年
度
の
行
事
等
の
お
知
ら
せ
】 

◉
令
和
六
年
十
一
月
予
定 

 
 

総
会
（
ア
イ
リ
ス
愛
知
） 

      

                    

  

               

名
古
屋
支
部
活
動
報
告 
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会
長 

佐
々
木 

英
人
（
Ｓ
５
７
年
卒
） 

 

 

     

秋
冷
の
候
、
同
窓
会
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま

す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
。
ま
た
、
日
ご
ろ
は
、

本
校
教
育
活
動
に
ご
協
力
・

ご
支
援
を
い
た
だ
き
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

西
土
佐
分
校
同
窓
会
長
の

（
Ｓ
５
７
年
卒
）
佐
々
木
で

す
。
同
窓
生
の
ご
協
力
を
得

な
が
ら
分
校
存
続
・
発
展
の

た
め
に
全
力
で
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

西
土
佐
分
校
は
今
年
度
、

八
名
の
新
入
生
を
迎
え
ま
し

た
が
、
二
年
生
七
名
、
三
年
生

６
名
の
全
校
生
徒
二
十
一
名

で
県
下
一
の
小
規
模
校
と
な

っ
て
お
り
、
入
学
生
確
保
に

苦
慮
し
て
い
ま
す
。 

年
三
回
開
催
し
て
い
る
西

土
佐
分
校
存
続
推
進
協
議
会

も
、
昨
年
九
月
よ
り
部
会
を

結
成
し
て
毎
月
開
催
す
る
こ

と
に
な
り
、「
分
校
存
続
の
意

義
」「
入
学
生
を
増
や
す
手
立

て
」「
分
校
の
魅
力
」
等
に
つ

い
て
、
協
議
し
て
い
ま
す
。
ま 

た
、
今
年
度
よ
り
「
地
域
み
ら 

     

い
留
学
」
事
業
に
参
加
し
、
県

外
か
ら
の
本
格
的
な
入
学
募

集
を
始
め
ま
し
た
。 

築
五
〇
年
が
経
過
し
た
分

校
寄
宿
舎
の
青
葉
寮
も
７
月

よ
り
移
転
工
事
が
始
ま
り
、

令
和
六
年
四
月
か
ら
入
居
可

能
と
な
り
ま
す
。
今
後
、
県

内
・
県
外
の
生
徒
の
入
学
が

期
待
さ
れ
ま
す
。 

本
校
は
昭
和
二
十
六
年

「
中
村
高
等
学
校
津
大
分
校
」

（
昼
間
定
時
制
）
と
し
て
開

校
以
来
、
幾
度
か
の
変
遷
を

経
て
、
令
和
三
年
に
七
〇
年

の
歴
史
を
刻
み
、
昨
年
は
七

〇
周
年
記
念
式
典
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
も
県
教
育

委
員
会
や
四
万
十
市
、
西
土

佐
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、

「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」

「
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
学
校
」
を
め
ざ
し
て
「
魅
力
」

と
「
実
力
」
を
発
信
し
て
ま
い

り
ま
す
。 

以
下
に
部
活
動
や
学
校
行

事
等
の
生
徒
の
写
真
を
掲
載

し
、
西
土
佐
分
校
の
近
況
報

告
と
い
た
し
ま
す
。 

 

                 

          

          

                                     

 

        

 

    

        

     

       

   

                                   

中
村
高
校
西
土
佐
分
校
同
窓
会 

 

 
 

 

図書館イベント
秋季大会（新人戦） 

男子総合優勝

 

7/13 収穫祭 9/15 清流度調査 10/1 地域合同体育祭

西土佐分校 昭和 46年卒 同窓会
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【昭和４３年卒同窓会（５５周年記念）】 

昭和４３年３月中村高校卒業、５５周年の同窓会を、去る8月11日に行った。 

 ５０周年の同窓会から５年しか経っていない 

のに、この５年間の同窓生の変化には、「老い」 

という言葉が各自に忍び寄っていた。さみしい 

限りではあるが、まずは黙祷から始まった。 

 でも、いろいろな体調不良を抱えながらも、 

５５周年に集えたことは幸せなことだと思った。 

同級生とのおしゃべりはやっぱり楽しい。 

 友との幡多弁での会話。 

「わしゃあ近頃ボケよるみたいな。」 

「そりゃあ遅いわ。私はとっから忘れよるぜ。」 

 人生百年の時代と言われるようになってきた 

とはいえ、これから先、元気はつらつで過ごし 

ていく自信はないのが本音。 

 同級生の皆さん、これからは一日一日を、 

自分を大切にしながら過ごしていきましょう。 

 

昭和４３年卒 藤倉永子 

 

  

～～令和４年度同窓会協力金について～～ 

「令和4年度同窓会協力金会計決算書」・「ご協力いただいた方々

の名簿」・「同窓会協力金通信欄（メッセージ）」につきましては、

このHP上同窓会のページ内「同窓会協力金のお願い」に載せて

いますので、ぜひご覧ください。 

同 期 会 


